
進路状況について

 向陽高校 進路指導部
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■グラデュエーション・ポリシー

（育成を目指す資質・能力に関する方針）

・自己の進路目標を実現できる確かな学力を身に付けている。

・豊かな人間性と感性を育み、社会に貢献するための意欲と能力を

身に付けている。

・探究活動を中心に課題発見力と課題解決力を身に付け、

生涯にわたって学び続ける力を身に付けている。

・多様性を認め、グローバル化する社会において積極的に行動できる力

を身に付けている。



夢･目標 能力の伸長



夢･目標

自分を突き動かす
エネルギー



Q．

夢･目標を

見つけるには？



A．

①経験をつむ

②知識をえる

③自己分析する



①経験をつむ
強烈なインパクトのある経験をする

『それ、やりたい!!』



②知識をえる
知らないことは

自分の夢にはならない 宇宙エレベーター

核融合発電 ハイパーループ



▌経験をつむには？知識をえるには？

➢色んな人と話をしよう

➢色んな場所へ出かけよう

➢色んな本を読もう
向陽高校 図書室

利用時間  8:30ｰ16:45
蔵書数 約38,500冊

向陽読書マラソン開催！
期間：5/1(水)～10/25(金)

表彰･粗品贈呈あり



図書館ミステリー特集

図書館に殺人現場が！！
図書部がミステリー特集の
展示しています。
是非ご覧下さい



▌進路講演会(OB講演)［法務省 10/16(水)］



▌国際交流(姉妹校交流･短期留学生受け入れ)

西松高級中学
［4月に来校］

夏休み前等 海外の高校生 １～２週間受け入れ

ダートフォードグラマースクール
［10月に来校］

向陽高校からも研修旅行で姉妹校へ
台湾10月下旬
英国  3月中旬



▌4月にお知らせしたイベント
チャレスピ2024 第8回和歌山県データ利活用コンペティション 国際科学技術コンテスト 和歌山
県立自然博物館イベント 第30回和歌山少年少女姉妹都市親善訪問団募集 高校生を対象とした大学
授業の公開(和歌山大学) 第84回分析化学討論会 第21回日本の次世代リーダー養成塾塾生の募集
「Stanford e-Wakayama」受講希望者の募集 脳科学オリンピック日本大会予選 東京大学高校
生と大学生のための金曜特別講座 関西大学ビジネスプラン･コンペティションKUBIC2024 世界津
波の日2024高校生サミットin熊本 酪農学園大学サイエンスファーム2024 MONO-COTO 
INNOVATION2024 STAGE:0ｅスポーツ大会 「世界との対話と協働：アジア・オセアニア高校
生フォーラム」に係る一般参加者募集

色んな人と話をしたり、色んな場所へ出かけたり、
関係する本を読んだりと一石三鳥!!

▌具体的にどうすればよいか
teams等で案内される
イベントに参加しよう



ロボカップジュニア,WRO JAPAN,STEAM JAPAN AWARD,
全国高校生プレゼン甲子園,全国ユース環境活動発表大会,きの
くに科学オリンピック,缶サット甲子園,サイエンスキャッスル
関西大会,きのくにICTプログラミングコンテストSwitch Up 
WAKAYAMA, 日本学生科学賞,和歌山県データ利活用コンペ
ティション,化学グランプリ,物理チャレンジ,日本生物学オリン
ピック,おもしろ科学まつり，NASA Space APP Challenge 
KUSHIMOTO,ジュニア農芸化学会，日本物理学会ジュニア
セッション，MY PROJECT AWARD，俳句甲子園，県庁イン
ターンシップ，ひらめき☆ときめきサイエンス，高校生Ring、
天文学・地学講座，高校生と大学生のための金曜特別講座

▌過去に参加したイベント 抜粋



ロボカップジュニア
筑波大学 理工学群 工学システム学類（エンジニア志望）
大阪大学 工学部

缶サット甲子園
九州工業大学 大学院（宇宙飛行士志望）

おもしろ科学まつり
京都教育大学、大阪教育大学
福岡教育大学（福岡県中学校理科教員）

東京大学「高校生と大学生のための金曜特別講座」
東京大学理科一類

ディベート 課題研究
関西学院大学 法学部  大阪公立大学理学部



③自己分析をする
高校１年生 文理選択講演会 ７/１０(水)

自分の好き・嫌い・得意・不得意等について考えました



能力の伸長
について



▌学業について
勉強量は格段に増え、内容も難化
中学での５～10倍

中学と同じような勉強方法
では対応できない



学習時間の目標

平日2ｈ以上

休日4ｈ以上



Q．
学習習慣を
身につけるには？



A．
Koyo手帳＆積みスタ
の活用



▌Koyo手帳（自分の学習記録をつける）



▌合格体験記より（R5年度卒業生）

⑥受験勉強
私は塾に行かなかったので、自分で勉強を進めていく
必要がありました。長い受験生活の中で効率よく勉強す
るために、計画を立てることはとても大切だと思います。
私は向陽手帳を使って勉強の予定を立てていました。to 
doリストには前日の夜に次の日やっておきたい参考書の
問題番号やページを、時間軸のある欄には実際にした教
科や時間などを書き込んでいました。手帳に書くことで
今の自分の状況がはっきりするだけでなく、これまで
やってきたことが目に見えてモチベーションにも繋がる
のでおすすめです。



▌積みスタ（毎日､朝SHRで実施）

塾の講義等の
受動的学習

自宅学習･自
習室学習等の
能動的学習

①目標を決めて、記入する

③平日２h、休日４hクリアなら
○印を記入する

○

2.0

1.5

②Koyo手帳へ書いた学習記録から、
学習時間を抜き出し、マーカー
でぬる

④提出前に｢平均能動的学習時間｣
｢2･4ｸﾘｱ回数｣｢総計｣を記入する



▌『積みスタ』２年春休み

自分の学習の見える化
客観的に振り返ることができる
学習方法のレベルUPに
担任の先生と相談しやすくなる
モチベーションUPに



７７％の１年生が、そう思う・やや思うと回答

高校１年生へのアンケート結果より

Q.積みスタを朝のSHRで記入することで、前日の学習に対する姿勢を客観的に振り返
ることができましたか

Q.積みスタを毎日記入することで、学習に対するモチベーションは上がりますか

６０％の１年生が、そう思う・やや思うと回答

Q.積みスタで、約１ヶ月の学習を視覚的に捉えることができると思いますか

９０％の１年生が、そう思う・やや思うと回答

Q.クラスメイトや先生と、積みスタをきっかけにして何らかの話をしたことがありますか

６８％の１年生が、何度もある・あると回答



やらなければというプレッシャーがかかって勉強につながります

自分が何時間勉強したのかがハッキリとわかり、やる気が出る

自分がどれだけ勉強しているか可視化できて振り返りやすい

勉強しなかったときの積みスタを見ると憂鬱になる

生徒へのアンケート結果より



普通科 国公立大学 現役合格者の割合
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普通科 R5年度卒業生 合格状況

※ (    )内は既卒生

過去3年間

合格者数

R6年度入試

合格者数
大学名

過去3年間

合格者数

R6年度入試

合格者数
公立大

過去3年間

合格者数

R6年度入試

合格者数
私立大

過去3年間

合格者数

R6年度入試

合格者数

1 1 岡山 11 2 高崎経済 1 1 上智 2

2 1 広島 12 3(1) 公立小松 1 1 中央 4 2(1)

3 1(1) 徳島 12 5 都留文科 4 1 法政 3

1 1 香川 4 1 長野 1 1 明治 4

1 1 愛媛 2 1 三重県立看護 1 1 早稲田 3

1 1 高知 5 2 滋賀県立 7 2 同志社 31 15

2 1 京都市立芸術 1 1 立命館 56 20

2 1 大阪公立 25 14(2) 関西 85 34(4)

15 7(1) 神戸市外国語 3 2 関西学院 52 20

5 2 兵庫県立 13 6 京都産業 64 20

3 1 和歌山県立医科（看） 22 9 龍谷 92 26

教育 35 9 和歌山県立医科（薬） 10 3 近畿 440 154(7)

経済 44 20(1) 岡山県立 2 1 甲南 10 1

観光 10 3(1) 高知工科 4 2

システム工 22 6

インフォマティクス 3 2

滋賀

筑波

国立大

群馬

東京農工

名古屋

和

歌

山

京都

京都工芸繊維

大阪

大阪教育

神戸

奈良女子
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